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新千年紀(ミ レ ニ ア ム) に立 ち会えるこ とは , 何 とな
く身の引きしまる感じを持 つ . 私 は こう いう事も多少趣
味と して い る の で最初に書きますが , 今年は新ミ レ ニ ア
ム の 最初の 年であるばかりで なく , 400年に 一 度の 珍し
い 年で ある . 皆 さんは閏年の 設定基準を多分ご存じだ ろ
う . (1)4年に 一 度西暦が4 で割り切れる年, は皆知 っ て
い る. た だ し, (2) 10 0 で割り切れる年は閏年とはせず
平年とする, も相当の ひとが知 っ て い る だ ろう . で は今
年2 00 0年は なぜ閏年なの か ?実はもう 一 つ た だ し書き
があるの だ . そ れ は , (3)4 0 0 で割り切れる年は閏年と
する, と い うもの だ . 今年西暦200 0年は こ の 40 0年に 一
度の 例外中の例外にあたる閏年なの である . こ れ により,
1582年に , 時の ロ ー マ 法 王グ レ ゴ リ オ13世が制定した
グ レ ゴ リオ歴 は, 年平均日数365.24 25日となり, 実際の
年平均日数365.24 22日と の差はわずか で , 30 00年に1日
のずれ しか生 じな い . 天 文学は考えるス パ ン が長く, こ
ん なに先の こ とま で 思 い や っ て い る .
比較し て , 人 の 一 生 は 100年, し かし人は こ の 100年
の 間に自分が存在した ことを示す何かを残そうと努力す
る . 私 は趣味もあ っ て 一 時期萱星捜索に 凝 っ た . 夜空に
長 い 尾を引く彗星(ほうき星) は見た目にも ロ マ ン チ ッ
クだが , こ れ を世界で最初に発見すると自分の名前が付
けられる の である . 自分の 名の つ い た彗星が永遠に宇宙
を回遊するな どと考えるとさ らに ロ マ ン チ ッ ク で はな い
か. も ち ろ ん簡単に発見できるもの で はなく, 数千時間
の捜索で 1個が平均で , 毎夜 の 地道な努力が欠かせず ,
私はギ ブ ア ッ プした .
話 は飛躍するが , 一 年 ほ ど前 に私共の小児科学教室で ,
世界 で 初め て の 全く新し い 病気 ｢ヘ ム オキ シゲナ ー ゼ 1
欠損症｣ を発見したが uClin Inv est lO3:12 9-135, 1999),
なぜ こ んな大それた ことが私共に で きた のか? ふ と思 っ
た の は , 私 にあの ような趣味と ロ マ ン があ っ たからかも
しれな い と . 世界初が彗星で はなく, 本職 の分野 で あ っ
た こ とはまこ と に ラ ッ キ ー で あ っ た ･
.
ヘ ム オ キ シ ゲナ ー
ゼ 1は ヘ ム の ポ ル フ ィ リ ン環を開きどリ ベ ル デ イ ン に代
謝する律即酵素である . い さ さか手前味噌になるが , こ
の 症例を振り返 っ て みると , 2歳頃発症し6歳で残念な
607
が ら亡くな っ た男の子 である . こ の所見は , (1)著明な
溶血性貧血 Q)全身性炎症反応(3)凝固 t 線溶系検査値
の 異常(4) 毛細血管内皮傷害, そ れ に関連は不明だが
(5)無牌症な どであ っ た . 新疾患発見の き っ かけはまこ
とに単純で , 著明な溶血が存在するの になぜビリ ル ビ ン
が低値なの か?また, なぜ ハ プ トグ ロ ビ ン が低下せず逆
に 異常に高値なのか , と いう こと であ っ て , ま っ たく古
典的な生化学の基礎を地道に見直したにすぎな い . 分解
されな い ヘ ム が酸化ス ト レ ス とな っ て全身の毛細血管内
皮を傷害し, 全身性炎症, 特 に腎障害が惹起されたと考
えられる . ヘ ム か らどリ ベ ル デイ ン に代謝される際に生
じる べきC O と鉄(フ ェ リ ナ ン)それにどリ ル ビ ン が血管
内皮に対する酸化ス ト レ ス抑制効果を有する ことから ,
こ れ ら の 欠損が致命傷とな っ たの で あろう. こ の ような
ことから本症の発見を通じ, ヘ ム オ キ シ ゲナ ー ゼ 1は小
児の み ならず, む しろ成人, 老人期の血管炎症学や動脈
硬化などの分野で 注目され てきて い る .
ま た話は跳ぶが , 近い 未来にわれわれ の大学でも独創
性をキ ー ワ ー ドに改革が迫られ て い る . た だ, 背から日
本(人) は独創性とか個性とかは大の 苦手で はなか っ た
か . 模倣が上 手でも独創は下手な日本(人) と いう事実
は , 日本の 風土と いうか, 日本の社会, 体質に, そ の 責
任の 一 端があるような気がする . 本当の 独創は横棒的な




連続的である . 日本で は こ の 非連続的で 独創的な
感覚は低 い と思う . 私も 一 日本人とし て発想の 貧弱性は
しかたが な い とあきら め気味だ っ た が, こ の 度 の 発見は
それ に 一 失報 い る ことが でき, 大学人とし て本当に よか
っ た と思 っ て い る . ブ レ イ ク ス ル ー の た め に , 地道な日
頃の 努力と, 過去の なりゆきやしがらみ に こ だわらな い
ナ チ ュ ラ ル , リ ベ ラ ル な思索を愛して い きた い .
｢未来を思 い やる ことが大切 な の で す. 未来を思 い や
るかぎり退行はありません｣ と, 忘年会で 畏敬する先輩
が言われた . 未来を思 い やる ことと ロ マ ン を追うことと
同じか どうかわからな い が , 新 ミ レ ニ ア ム に立ち会 っ て
さ ら に気を引きしめた次第だ .
